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 障害者総合支援法に基づく障害者福祉サービスを
活用した就労継続支援Ａ型事業所「障がい者ＩＴサ
ポートおきなわ」が10月１日に沖縄県知事認可指定
を受け、なんとか開所できました。 
 開所に先行して職員の体制を整えるために９月に
は支援スタッフを４名にし、うち管理者に理事長の
仲根が担い、同じく会員の山川朝教さんが職業アド
バイザーを担う形で準備を進め、11月中にスタッフ
（利用者）６名と12月に４名の計10名を雇用しまし
た。現在Web制作やパンフレット制作、データ入力
を主な仕事としてスタートしています。 
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しゃりん 

 事業所では特殊機器の「大型プリンター」「高速
スキャナー」を揃え、それらを活用した業務メ
ニューの開発を仕掛けたいと思っています。 
まだまだ安定的な仕事の受注には程遠いところにあ
りますが、公的補助を受けないで自分たちで経営が
成り立つように３年計画でコツコツと仕事をこなし
て成長していければと思っています。脊髄損傷者の
拠点として会員が気軽に集えて、就労や社会参加に
つながる場になるように努めたいと思っています。
ぜひ一度事務所をお訪ね下さいね。 
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▲複写機はユニバーサルデザイン。 
表示板の角度が調節可能で車いすユーザーが見やす
くて操作しやすい。 

▲冷蔵庫の高さにもこだわりました。 ▲車いす対応型カウンター。椅子はほとんどキャスター
が付いているので車いすのスタッフでも移動が楽ちん。 

▲水道蛇口のレバーも可動式に。 ▲トイレも拡張工事を施し、手すりも完備。 
中でしっかり転回もできるスペースを確保。 

▲会議スペースも完備し、講習会等で活用できます。 

ユニバーサルデザインオフィス！ 
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 脊髄損傷リハビリテーションの後、午後からは九
州ブロック会議を行いました。開催地が議長役とな
ることから仲根が進行でした。 
内容については、全脊連の公益社団化に伴い、九州
ブロック会の規約を新たに審議決定したことと、九
州各県の実情を語り合いました。 
 会議を通して感じていましたが、全脊連会員が減
少傾向です。九州ブロックにおいても佐賀・長崎が
休止状態で、他の支部もいつそうなってもおかしく
ないという声もありました。これは大きな課題で
す。成り行きや後ろ向きにならないように前進する
議論が望みでしたが、現実の課題に対する意見が続

きました。次回大会（鹿児島県）に持ち越してし
まった課題協議が少しでも解決できるように努力し
たいと思います。 
 夜はパシフィックホテルで懇親会を開催。沖縄メ
ンバー含め60名の参加で華やかに盛り上がり、余興
のＣ４トリオ（宮城幸春、小嶋晴樹、上里一之）に
よるハーモニカ演奏は圧巻でした！盛り上がりすぎ
て、閉会後もゆんたくしすぎなみなさんでしたー。 
 大会直前まで仲根理事長が入院するハプニングが
ありましたが、サポーター・ボランティア、ホテ
ル、そして大会コーディネートいただいた国際旅行
者の方々など、多くの方々に支えられたことにより
成功裏に終わることができましたことに厚く感謝申
し上げます。ありがとうございました。 

九州の仲間と６年ぶりの再会 
第39回全脊連九州ブロック会議沖縄大会開催 
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楽天銀行 第二営業支店（普通）７１０４３１１ 
 

正 会 員 
年間   6,000円 
賛助会員（個人） 
一口   3,000円 

賛助会員（団体） 
一口   5,000円 

沖縄銀行 石嶺支店  （普通）１５２０１９３ 
特非）沖縄県脊髄損傷者協会 理事長 仲根 建作

琉球銀行 石嶺支店  （普通）４４５６０３ 

脊髄損傷リハビリテーションの 
今とこれからを議論 

 12月３日(土)の午前中、会場を沖縄県男女参画共
同センターで、第39回全国脊髄損傷者連合会九州ブ
ロック会議沖縄大会の関連プログラムで開催。 
福岡県にある総合せき損センター作業療法士の上田
利一氏、大分県の別府重度障がい者センター理学療
法士の浅野圭司氏、沖縄リハビリテーションセン
ター作業療法士の安村勝也氏、沖脊協からは上里一
之理事、そしてコーディネーターには会員の安田英
俊さんの奥さんでもある琉球リハビリテーション学
院理学療法士学科講師の安田知子氏の５名でディス
カッション。各シンポジスト所属の現状とこれから
の九州地域の方向性を熱く議論を行いました。 
その中では、福岡の総合せき損センターに来た対応
したの最近の脊損者データで、胸腰椎と頚損の比率
が３対７と頚損が増加傾向でした。予想以上の重度

 頚損や片麻痺などで手指に障がいがある人な
どにとって、スマホを使っての自撮りや、アン
グルを高くするときなど、シャッターボタンを
押すことが難しかったり、ぶれない写真を撮る
のが難しい人がいると思います。そんな方に
うってつけなこのアプリ。なんと「はいチー
ズ」とスマホに声をかければ自動的にシャッ
ターが切れるスグレモノ！ 
「はいチーズ」以外に好きな言葉を設定するこ

化に驚きました。 
参加者も会場一杯で障がいメンバーも多数参加で大
成功！＼(^o^)／ 

「九州地域の脊髄損傷リハビリテーションを考える」  

声だけでシャッターが切れる 
神アプリ「声シャッター」 

●生活便利情報 とも可能。価格はiOS版が240円、Android版が
200円ですが非常に便利でお薦めです。 
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 11月24日に琉球銀行本店で源河朝明社会福祉基金
助成の贈呈式に参加させていただきました。 
申請した事業名は「移動困難者等重度障がい者のオ
ンラインWeb講習」です。内容は在宅等の障がい者

対象にインターネットを利用してパソコン
上で講習を受講する内容で、SOHO（在宅
ワーク）に向けたモデル的取り組みになり
ます。来年３月にプログラム公開し公募予
定ですが、会員の方で関心、興味のある方
はご連絡ください。 
 故源河朝明先生の社会貢献の思いをキチ
ンと受けて、意義ある取り組みを行いたい
と思います。感謝申し上げます。  

オンラインWeb講習事業で 
助成金受領決定 
～源河朝明社会福祉基金助成～ 

 ⒒月28日(土)15:00～18:00、障がい者のＩＴ活用
による社会参加と就労をテーマにした地域円卓会議
「障がい者のＩＴスキル獲得と企業連携を考え
る」、那覇市新都心にあるＩＴ創造館で開催されま
した。主催元である「みらいファンド沖縄」さんは
沖脊協をいつもバックアップいただいているＮＰＯ
等の社会活動支援機関。内容は障がい者の社会参加
と就労の課題を地域や社会全体で考えてもらうため
の問題提起の場として、沖脊協からは理事長兼ＩＴ
サポートおきなわ管理者の仲根が論点提供者として
参加しました。その他、当事者や産官学からの関係
者が参加して様々な角度から意見が出されました。 

 会議後半では、傍聴に来た参加者も含め小さいグ
ループを作ってみんなで意見を出し合うなど、参加
者全体によるワーク会議でした。解決策や具体的行
動まではまとめできませんでしたが、参加者間の
ネットワークは確実につながったと思います。 
 就労に関して言えば、障がい者の就労は様々な課
題があり、正直簡単でもなく、１人、あるいは１団
体だけで考えていても前に進みません。 
 地域や社会全体でこのようなことを考えて、実現
に向かって行動できれば、私たちのＩＴサポートお
きなわのような障がい者の就労支援活動もより意味
のあるものになって行くと思います。  
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 10月14日に韓国から「韓国忠南脊髄損傷者協会」
という、私たちと同じような脊髄損傷者の団体が視
察に訪れました。ちょうど「障がい者ＩＴサポート
おきなわ」というＡ型事業所もできた頃なので、事
務所ではなく事業所の方にておもてなし。 
 この訪問のきっかけは、６月18日に同じ韓国の韓
国ナザレ大学からバクジョンギュン教授とその学生
ら５名の訪問があり、その時に沖縄県脊髄損傷者協
会の活動について説明させていただいたのが元で、
今回は２倍以上の13名（うち通訳一人）が訪問。 
 今回の視察の内容は、団体の運営方法や日本の福
祉制度に関する質問（写真最後を参照）など、かな
り熱心に聞いていました。韓国にも日本と同じよう
に全国の本部・支部があったり、ピアサポート活動
や福祉大学との連携や勉強会や娯楽活動など、文化
が違っても抱える課題は一緒で同じように頑張って
活動している様子がよく分かりました。同じ障がい
を負った者同士って、知らない者同士でも親近感を
わきやすいんですよね。帰り際には集合写真を撮っ
て記念品を頂きました。韓国の皆さん、ありがとう
ございました。 

 また、10月22日にはJICA沖縄（国際協力機構）の
事業（NPO法人エンパワメント沖縄受託運営）の中
に、開発途上国における障がい者関係の人材育成を
目的とした研修の受け入れを行う事業があり、その
中で沖脊協活動とＩＴサポートおきなわの取り組み
を説明させていただきました。 
 今回はアフリカ各国から11名の皆さんが来沖。 
うち視覚障がい者が２名、聴覚障がい者が１名、頸
髄損傷者の方も１名いらっしゃいました。 
頚損（Ｃ７）のンタビさん（女性）は南アフリカ出
身で通訳を交えて楽しく会話ができました。 
 事務所の説明役には職業アドバイザーの山川朝教
さんが対応。山川さんはアメリカに留学経験もある
ことから英会話能力も高く、ネイティブスピークで
スラスラとやり取りしてくれました（すごい人材が
身近にいますー＼(^o^)／） 

おくやみ情報 
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 
●池原新栄（相談役） 
●宮城俊一 
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 ゆいレール牧志駅に隣接していて、駅から
デッキでつながっているので、車椅子は雨の日
も濡れないで行くことができます。 
 施設内はホテル（ロイネットホテル）、公民
館、文具店等の複合施設になっていて、各階に
車いす対応トイレが整備されていて、１階部分
にレストラン等バリアフリーなお店が並んでい
ます。 

バリアフリースポット 

さいおんスクエア 

 和仁屋さんは高等学校教諭の傍ら、社会貢献活動
としてバスケットボール競技の審判及び組織運営活
動に長きに渡り活動されるなか、1984年に車椅子バ
スケットボールの公認審判取得後、1985年の「日本
車椅子バスケットボール選手権大会」で公式審判活

広 告 ( ち は る 歯

 今回初めて創設された賞で、株式会社沖縄都市モ
ノレール社さんと沖縄県脊髄損傷者協会の２機関が
受賞しました。沖脊協にとって「バリアフリー」と
いうのは生活そのもので、取り組んでいることはや
むにやまれず必要なニーズに対するソーシャルアク
ションと思っているので、バリアフリー賞を受ける
のも“こそばゆい”のが本音です。 
 昨年取り組んだ「沖縄県の全ての投票所バリアフ
リー調査」や「道路のバリアフリー調査」といった

動をスタートされ、県内外の車椅子バスケットボー
ル及び車いすツインバスケットボール大会におい
て、確認できた回数で延べ78回の審判活動を行って
おり、その貢献に対して沖脊協推薦により、沖縄県
社会福祉大会で「社会福祉特別功労表彰」を受けら
れました。 
 長きに渡り車椅子バスケットボールを支えていた
だいたことに深く感謝致します。 

地味な活動にスポットを充てていただいたことが評
価になったようで素直に嬉しいです。 
ありがとうございました。 

 ホテルはバリアフリーな部屋が10室があり、公
民館には「プラネタリウム」があり、車いす対応
席で観ることができますよー！  

和仁屋松輝さん 
社会福祉特別功労賞表彰 

沖縄総合事務局バリアフリー
化推進賞受賞！ 
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